
別紙様式第２号 

農業生産工程管理推進事業交付金事業の成果及び評価報告書（平成３０年度） （令和６年６月２０日作成） 

 

                                            都道府県名 京都府   
 

区分 目標値 事業実績 

備考 事業内容 目標値 実績 達成度 評価 所要額実績（円） 交付金相当額

（円） 

指導体制の構築 

GAP指導員の 

新規育成数 

１５名 

３０名 200％ Ａ 2,616,430 2,616,430 
30年度に 

達成済み 

GAP認証の 

取得拡大 

GAP認証の新規 

取得経営体数 

４５経営体 

３４経営体 76％ Ｃ 730,000 730,000 

30年度５経営体 

元年度３経営体 

２年度０経営体 

３年度10経営体 

４年度９経営体 

５年度７経営体 

事業の成果 

＜GAP認証の取得拡大＞ 

 農業改良普及センターの GAP指導員による日常的な GAP指導・支援もあり、令和５年度は７経営体が新規で GAP認証を取得した。 

 

都道府県による評価 

GAP指導員による日常的な指導・支援活動から府内経営体の GAP認証取得につながったことは有意義であった。 

京都府としては引き続き、府内 7つの農業改良普及センターにＧＡＰ指導員を配置し、相談窓口の機能を維持しつつ、国のコンクールや環境保全型

農業直接支払交付金事業など、生産者との接点をできる限り作り、ＧＡＰの意義の周知など、認証取得に繋がる活動を継続していく。 

国による評価 

ＧＡＰ認証の取得等支援について、成果目標を達成していない。ＧＡＰに関する認証取得に向けた団体への働きかけを引き続き行うよう指導する 

とともに、目標達成に向けた改善計画を策定させる。 

 



別紙様式第２号 

農業生産工程管理推進事業交付金事業の成果及び評価報告書（平成 30年度） （令和 6年６月 28日作成） 

 

                                     都道府県名 大阪府       
 

区分 目標値 事業実績 

備考 事業内容 目標値 実績 達成度 評価 所要額実績（円） 交付金相当額

（円） 

指導体制の構築 

GAP指導員の 

新規育成数 

３８名 

５６名 １４７．４％ Ａ 1,260,000 1,162,800  

GAP認証の 

取得拡大 

GAP認証の新規 

取得経営体数 

２０経営体 

２経営体 １０％ Ｄ 479,608 479,608  

事業の成果 

府内の主要産地および主要農業者を中心に GAP認証取得を働きかけたが、令和５年度は新たに GAP認証取得に至る経営体はなかった。 

 

都道府県による評価 

新たに国際水準 GAP認証を取得した経営体はおらず、新規取得経営体数の目標を達成することはできなかった。実需者からの要請も少ないことから、

GAPへの取組みに消極的な経営体が多い。今後は、2025年開催の万博へ向けた啓発活動や普及活動を実施することにより、新規認証取得の拡大を目指

す。 

 

国による評価 

ＧＡＰ認証の取得拡大について、成果目標を達成していない。ＧＡＰ に関する認証取得に向けた団体への働きかけを引き続き行うよう指導するとと

もに、目標達成に向けた改善計画を策定させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 



別紙様式第２号

農業生産工程管理推進事業交付金事業の成果及び評価報告書（平成 30年度） （令和６年６月 24日作成）

                                     都道府県名   和歌山県     

区分 目標値 事業実績

備考事業内容 目標値 実績 達成度 評価 所要額実績（円） 交付金相当額

（円）

指導体制の構築

ＧＡＰ指導員の

新規育成数

15名

16名 107％ Ａ 1,034,300円 1,034,300円 達成済み

ＧＡＰ認証の

取得拡大
ＧＡＰ認証の

新規取得経営体数

4経営体
4経営体 100％ Ａ 452,650円 452,650円 達成済み

事業の成果

 ＧＡＰ認証の取得拡大を目指し、ＧＡＰの取組や認証取得を目指す経営体に対し、令和５年８月９日に生産者向けＧＡＰ取得に係る講演会を行っ

た。本件で指導してきた株式会社 内芝ファームが、令和５年１１月にみかん、かんきつで認証を取得した。

都道府県による評価

指導体制の構築 ：目標値を達成済み

ＧＡＰ認証の取得拡大：目標値を達成。各経営体に対して引き続きＧＡＰへの取組を推進するとともに、取得を検討している経営体には取得できるよ

う指導を行う。

国による評価

いずれの成果目標についても達成している。


